


2

はじめに

⁃保育者のજࡏ能力は、Ҿきग़されていないʁ
　私は以前から、「保育者の方々は、一所ݒ命ですごい人たちだʂ」と考えて

いました。しかし、同時に「なぜ、研究発表を行ったޙに、進าが継続しない

のかʁ」というٙ問も感じていました。

　やがて、それは「研究のための研究になっている」からではないのかと考え

るようになりました。保育者の方々は「良い研究成果を発表しなければならな

い」と考え、ਫ਼力的に取り組んで自身が持つエネルΪーのׂ̕以上の努力をさ

れ、ർฐしてしまう結果、そのޙが続かないのではないかと。

　他の業界も同様ですが、現場を良くするために研究することは必要です。た

だし、そのための「努力」にׂ̔を௒えるエネルΪーを஫͙必要はありません。

ΉしΖ、できたものをそのまま発表すればよいではないかと思うのです。

　大切なことは、そのޙも継続して前向きに研究を続け、その成Ռによって保
育がมわる、さらにͦれによって自෼の仕事にやりがいとތりを࣋てるように
なることではないでしょうか。
　私は、「良い園」とは、いわゆる「良い保育」を行っている所ではなく、所

属保育者が最も伸びていく所であるはずだと思っています。そして、日々現場

で活動する保育者の方々のજ在能力がҾき出されていき、その結果が、例えば

全国保育士会研究大会でઈࢍされるような研究発表として生まれるようなこと

になれば、それが園にとっても、保育者の方々にとっても、何より園に通う子

どもたちにとっても、良い保育の体現となるのではないかと考えたのです。

⁃保育者は、なͥਖ਼当にධՁされないʁ
　上記のような考えから私が研究を始めて間もなく、ࠓ度は「保育者の努力が

なぜਖ਼当に認められないのか」というౖりを持つ出来事にૺ۰しました。

　ある日、共同研究をしている園において、෭園長先生と５歳児୲任の先生が

話されています。５歳児୲任の先生は、下を向いてչしそうなงғ気で、෭園

長先生は困ったような顔をされています。私が「どうされたんですかʁ」とਘ

ねると、ࠓ日、小学校入学の説明会があり、ۙྡ園の５歳児୲任の先生方が集

められた。その際に、小学校側の説明者から、最ۙ入学してくる子どもたちの

中には授業を੩かに聞くことができない子が多いので、੩かに聞けるように育

ててくださいと求められたというのです。この園では、卒園児が小学校でどの

ような姿で学んでいるかを聞き取ることを例年行っていて、前年度の卒園児に
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ついてもؤுってษڧしているという੠が多くಧき、تんでいたとこΖでした。

それにもかかわらず、小学校側の説明者は、５歳児୲任の先生方に対して、十

把一བྷげに、ちゃんと育ててほしいと上から目ઢで話されたのです。私は、とっ

さに「これはࠩ別だʂ」と言いました。一人ひとりの努力のҧいを確認するこ

となく、保育者という一ׅりで、不当な言葉をཋびせられたのです。

　この状況をなんとかしたい、そのためには、保育者が「カリマネ（カリキュ

ラム・マネジメント）」を自分のものとして実践できるようにする必要がある、

そう実感したのです。

　私がカリキュラム・マネジメント研究を始めたのはすでに年齢も40歳とな

る頃でした。当初は研究手法も習得しておらず、自ݾ流の研究は当然のことな

がらやがて行き٧まり、஗々として進まない自らの状況から、一度はこの研究

をやめようかと思ったこともあります。

　しかし、そうして໱々とする日々の中、ਖ਼当に認められずչしい顔をしてい

たあの時の保育者の姿が೴ཪによみがえってきたのです。こんなことをそのま

まにしておくわけにはいかない、なんとかしてこの状況を変えなければならな

い。そのためには、ޙഐ研究者に土下࠲をしてでも研究方法を教えてもらうし

かない、と思い直しました。　

　このように申し上げると、現在では、幼児期の保育・教育は、ক来の学歴を

向上させるとか、ऩ入を૿加させるとか、൜ࡑに૸る人をより少なくするとか

で、はるかに高く評価されるようになっているという൓論が返ってくるかもし

れません。しかし、私は、それはਖ਼当な評価ではないと考えています。

　私は、40歳になる頃まで、現場に࢕おうという気持ちになれませんでした。

なぜなら、アドバイスを求められたとき、適切に答えられる自信がなかったか

らです。その最大の理由は、保育・教育の行きணく先がわからなかったからで

す。特に、人格形成を重視する保育・幼児教育においては、その成果が教育の

目的である人格の完成にどのようにつながっていくのかが説明できない者に指

導者は務まらないと考えたからです。したがって、私は&�．)．エリクιンや

̟．̢．エリクιンや̖．̝．マスローや޸子からそのプロセスについて学び

つつ、自らの体験をとおしてその解ऍを深めてきました。そして、ようやく

20年ほどたち60歳になって、自分なりにこうではないかと思うことを得ました。

　人格の完成とは、自ݾ実現の段階に至り、さらにԁख़していく過程で現れて

くる状態を指す、したがって、自ݾ実現に至るように子どもを導くことが、何

よりも教育において意識しなければならない重要課題なのだ。一般的には、自

力࡯実現の段階に至るのは60歳頃と言われ、その段階に至った人間は、ಎݾ

が高まり、自分が何をやるべき人間であるかがわかる。それにまっす͙進んで

いこうとし、その過程で出会う人々の感動を自らのتびとし、その感じ方も以
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前よりも深くなる。さらに、そのように進Ήことをपりの世界がॿけてくれて

いると感じるようになる。私は、ࠓ、自ݾ実現をそのように解ऍしています。

そうして、１人でも多くの子どもたちにこの状態に至る可能性を࢒したい。１

人でも多くの人がこの段階に至ることができるようにしたい。そうなれば、ど

んなにこの世の中は落ちணいた豊かな世界になるだΖう。そう思うとき、マス

ローが論じている、自ݾ実現に至ることができるかどうかを最もࠨӈするのが、

幼年期の教育であるという、そのことの重大さを௧感するのです。

保育者の本౰の࢖命は、子どもの自ݾ実現にࢸる可能性をޢり保つことであ
る。そうした重大な仕事を୲っている存在として保育者を評価することが、私

の考える「保育者をਖ਼当に評価する」ということなのです。

⁃保育者のજࡏ能力をҾきग़し、保育者がਖ਼当にධՁされるੈのதにしたいʂ
　私がカリキュラム・マネジメント研修の手順を開発してきたのは、保育者の

方々のજ在能力をҾき出し、保育者がਖ਼当に評価される世の中を創るためです。

そして、カリキュラム・マネジメント研修の研究を続けていく中で、何度も保

育者の方々のܶ的な変化をこの目で見たり聞いたりしてきました。

・先生方の目がᗞ々としてやる気に満ちてきた

・先生方の行動にແବがなくなり意図がはっきりしてきた

・目の前のことにनわれないようになり、本当の問題に気付けるようになった

・子どもたちの༡びが続かないと先生方が೰んでいた園で、൒年で子どもたち

がどんどん༡ぶようになり、さらに１年ޙには、子どもがしっかり育ってい

ると保護者から感ँされるようになった

・自信がついてきたことから、表情に༨༟と࣊Ѫが感じられるようになり、人

間としてのັ力が૿した

・いい意味でのプロとしてのۓு感が生まれてきた

これらがその例です。

なぜこのような大きな変化が保育者の方々に現れてくるのか。それは、カリ

キュラム・マネジメント研修の中で、先生方が３つの思考の仕方を用い、自ら
の取り組みの進め方の、１つの基礎と３つの基本を習得していくからだと確信
するようになりました。

　そして、その思考の仕方の１つが、「教育・幼児教育の目的を深く理解する
こと」です。この思考の仕方を学ぶ段階に至って、先生方は、自分たちの保育
が本当に子どもの޾せを実現するものなのかを深く考えます。そして、子ども

の本当の޾せを保護者の方々と求めていくように導かれていきます。そのため

の講ԋを私は何度もさせていただいてきましたが、保護者の方々の関心はڻく
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ほど高いものなのです。

⁃このຊのಡみ方
　この本は、４ষから構成されています。す͙に実践したい方は、第３ষから

始めて、研修を進めながら第２ষに示されている考え方を理解してください。

また、എܠや理論から学びたい方は、第１ষからಡみ進めていただきたいです。

　この本で研修内容として取り上げている内容は、基ૅ・基本にߜっています。

その理由は、保育者の方々が常に基ૅ・基本にؼΖうとされることを重視して

いるからです。また、ほとんどの園で必要なのは発展的内容ではなく、基ૅ・

基本であると考えるからです。いやΉしΖ、基ૅ・基本の身についた保育者の

方々に発展を生み出していただきたいと願うからです。

　保育者の方々が、幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども

園教育・保育要領に示されている内容全体を実現すること、᪴いたときには基

ૅ・基本にؼること、こうしたことは当たり前のことですが、この当たり前の

ことを身につけている方はそう多くはないというのが私の実感です。この当た

り前のことをこの国の多くの保育者の方々が身につけられたとき、この国の保

育界だけでなく、保護者の方々の意識改ֵも൐って、この国の教育界に変ֵを

もたらすことになると、私は考えています。

⁃このຊのئい
　幼稚園・保育園・認定こども園の保育者の方々が、જ在能力を最大限発شさ

れて、誰からも十分に評価されるようにしたい。そうして、自分たちだからこ

そできる保育や子育て支援を実現していることから、仕事に誇りを持てるよう

にしたい。そして、その評価を、本当にਖ਼当な評価に高めていきたい。

　この本は、そうした思いをひとつの形にしたものです。

　そのお໾に立てることがあれば޾ਙです。

ԣদ༑義
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1 2030年に対応できる保育を実現するために

１．育てたい子どもたちの姿
　「カリキュラム・マネジメント」という考え方が、2018年度から幼稚園・保

育園・認定こども園でも取り入れられています。きっかけは、2015年に中央

教育審議会教育課程企画特別部会が発表した「論点整理」です。その内容には

以下のような予測がありました。

●�2030年には少子高齢化が進み、65歳以上の人が総人口の３割を占め、
生産年齢人口は総人口の58％に減少する。

●これから10～20年程度で半数近くの仕事が自動化される可能性が高い。
●子どもたちの65％は将来、今は存在しない職業に就く。

　2030年にはどんな変化が起こるか予測が難しい時代（VUCAの時代）にな

るので、幼稚園段階から高校段階までの保育・教育の全体計画（教育課程）を

しっかりとしたものにしようという方針が示されたのです。

　この保育・教育の全体計画の構造化について、2016年に中央教育審議会初

等中等教育分科会教育課程部会が発表した報告書では、社会で自立して生きる

ために必要な「生きる力」を身につけることを目指す保育・教育の全体計画を

わかりやすく整理しようと述べられています。

　この方針のもと、同年の中央教育審議会の答申において、子どもたちをどの

ような姿に育てたいのかが次のように描かれています。

１)主体的に学ぶ
自らの理想を実現しようとして主体的に学び、必要な情報を判断して自

ら知識を深め、個性や能力を伸ばし、自分の道を切り開いていきます。

２)対話的に学ぶ

予測が難しい時代を生き
る子どもたちを育てるた
めの方針です。
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　�対話や議論を通じて、自分の考えを伝え、他者の考えを理解し、自分の
考えを深め、集団としての考えを発展させたり、多様な人々と協働した

りします。

３）深く学ぶ
変化の激しい社会の中で、感性を働かせながら、より良い人生や社会の

在り方を考え、試行錯誤しながら問題を発見し、解決し、新しい価値を

創造します。

　子どもたちに予測の難しい時代を生き抜く力をつけるためには、これらの学

びを続けようとする人間性を育てていくことが大切です。つまり、教育方法の
見直しが必要になるのです。
　そのためには、健康や人間関係、環境、言葉、表現などの保育活動を通じて、
これらの学びを積み重ねる必要があります。

２．育成すべき資質・能力
　育成すべき資質・能力には３つの柱があります：

１)知識及び技能
（何を知っていて、何ができるか）

２)知識・技能を活かすための思考力・判断力・表現力等
（知っていることやできることをどう使うか）

３)より良い人生を送るための学びに向かう力や人間性等
（どう社会にかかわり、良い人生を送るか）

　これらの３つの柱に基づいて、保育園や学校では子どもたちが経験したり身

につけたりすべきことを整理し、段階的に教育していく必要があります。つま

り、教育内容の明確化が必要です。

幼児期に育てるべき３つの柱

①知識及び技能の基礎
豊かな体験を通じて感じたり、気付いたり、わかったりできるようになっ

〈主体的な学び・対話的な
学び・深い学び〉
がポイントですね。
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たりします。

②思考力・判断力・表現力等の基礎
気付いたことやできるようになったことを使って、考えたり試したり

工夫したり表現したりします。

③学びに向かう力や人間性等
心情や意欲や態度が育つ中で、より良い生活を目指そうとします。

３．幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
　上記３つの柱をもとに、卒園までに育てたい資質・能力を、保育の場で理解

しやすいように、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として示します。

①健康な心と体
②自立心
③協同性
④道徳性・規範意識の芽生え
⑤社会生活との関わり
⑥思考力の芽生え
⑦自然との関わり・生命尊重
⑧数や図形、標識や文字への関心・感覚
⑨言葉による伝え合い
⑩豊かな感性と表現

※これらは到達目標ではなく、あくまでも目指す方向性を示すものです。

　具体的な実践方法としては、それぞれの幼稚園や保育園や認定こども園では、

幼稚園教育要領や保育所保育指針や幼保連携型認定こども園教育・保育要領に

基づいて、保育のねらいや内容の指導をバランスよく実践しながら、子どもた

ちが主体的な学び・対話的な学び・深い学びを通して、3つの柱に基づいたこ

れら資質・能力を身につけていくようにします。

　そして、このことを確実に実現するために、カリキュラム・マネジメントは
導入されているのです。

３つの柱から 10 の姿
を目指すのですね。
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2 カリキュラム・マネジメントとは何か

「『カリキュラム・マネジメント』について知っていらっしゃる方は手を挙

げてください」とお願いすると、たいていの場合は、「聞いたことがない」と

か「聞いたことはあるが、よくわからない」とかの回答をいただきます。ある

意味では、そうなっても仕方がないかもしれません。なぜなら、カリキュラム・
マネジメントという言葉から容易に意味を推測できないからです。

　だから、まずは、このように理解しておいてください。

カリキュラム・マネジメントとは、「国が親と子に保障することを求めてい
る（＝幼稚園教育要領等に示されている）、保育にかかわる内容全体を実現する
ために、組織の人的物的資源等を最大限大切に活かしていく営み」です。
　当たり前のことですが、幼稚園と保育園と認定こども園は、幼稚園教育要領

等に示されている、保育にかかわる内容全体を実現するために存在しています。

小学校が、小学校学習指導要領に示されている教育にかかわる内容全体を実現

するために存在しているのと同様です。

　小学校学習指導要領の内容に基づく教科書の内容を授業で扱わなかったら、

おかしな小学校とみられるように、本来は、幼稚園教育要領等に示されている、

保育にかかわる内容全体を実現していない園は、おかしな園といえるのです。

　しかし、現実は、この国のほとんどの幼稚園・保育園・認定こども園は、幼

稚園教育要領等に示されている、保育にかかわる内容全体を実現するのは困難

な状況にあると思います。

　そこで必要となるのが、組織としての力です。その園の職員や保護者の方々
や地域の方々や園内外の物的資源を最大限大切に活かして、幼稚園・保育園・

認定こども園が行わなければならない、その当たり前のことを、自分たちらし

いやり方で誇りを持って実現しようとする営みが、カリキュラム・マネジメン

トであるとまずは捉えていただきたいです。

当たり前のことを、自分たちの
やり方で実現することを
目指していきましょう。
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１．カリキュラム・マネジメントの目的
カリキュラム・マネジメントの目的としては、以下のようなことを目指して

います。

１）バランスのとれた実践
幼稚園教育要領や保育所保育指針などに書かれている保育のねらいや内容の

指導を、まんべんなく実践することです。その中で、子どもたちが主体的に学

ぶ力、対話的に学ぶ力、深く考えて学ぶ力を育てていきます。そして、卒園す

る頃には資質・能力の３つの柱の現れとなる「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を実現することを目指しています。

２）人的資源と物的資源の活用
幼稚園や保育園や認定こども園にいる先生や職員、関係する保護者や地域の

人々、使える素材や道具や設備を最大限に活かして、子どもたちの成長をサポー

トします。これは、カリキュラム・マネジメントが「組織の人的物的資源等を

最大限大切に活かしていく営み」と定義されるゆえんです。

２．カリキュラム・マネジメントの具体
　つまり、カリキュラム・マネジメントとは、幼稚園や保育園や認定こども園

での保育をより良くするために使われる考え方です。もう少し具体的に挙げる

と、下記となります。

１)国の基準と園の特色を両立
国が定めた保育・教育の基準を守りながら、各園独自のカリキュラムを

作成することです。

２)目標・ねらい・内容の連関性を確保
保育の目標（最終的に目指すこと）、ねらい（目標を達成するための途

中の目標）、内容（子どもが経験する具体的なこと）のつながりを明確

にすることです。例えば、目的を達成するために必要なステップが明確

であれば、先生たちが何をどうすればよいか理解しやすくなり、協力し

バランスよく、園の先生方や
保護者みんなで取り組んでい
くことが大切なんですね。
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やすくなります。

３)PDCAサイクルの実行
計画（Plan）、実践（Do）、評価（Check）、改善（Action）という流れ

を繰り返して保育を良くしていくことです。

４)人的資源と物的資源の最大活用
人の特長を活かし道具や設備などを大切に使い、子どもたちにとって最

善の環境をつくることです。

　これらを実践することで、健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・規範意

識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然との関わり・生命尊

重、数や図形、標識や文字への関心・感覚、言葉による伝え合い、豊かな感性

と表現と述べられた、先に掲げた10の姿へと子どもたちを育てていきます。

３．カリキュラム・マネジメントの３つの留意点
　したがって、カリキュラム・マネジメントを行う際には、

●保育の全体的計画をどのように作成すればよいのか
●保育の全体的計画に基づいて保育をどう改善していけばよいのか
●保育の全体的計画に基づいて保育を進めていく際にどのように人的
物的資源等を活かしていけばよいのか

について、常に留意することも必要です。

　それぞれの幼稚園や保育園や認定こども園では、これらの指針に基づいて保

育を行い、子どもたちに主体的な学び・対話的な学び・深い学びを実現できる

環境を創ります。これを確実にするためにカリキュラム・マネジメントが導入

されています。

　このようにして、園全体が高く評価され、職員、保護者、地域が一体となっ

て自信を持てる保育が実現されるのです。

目的達成のためには、具体的なス
テップをつくることが大事です。

みんなが自信を持って
子どもたちに向き合え
るようになるんですね。
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3 園の研修の実情

１．従来の研修体系と課題
カリキュラム・マネジメントが導入される前から、幼稚園や保育園や認定こ

ども園では、先生たちの研修体系が整備されてきました。例えば、公立の幼稚

園や認定こども園では、新任の先生や中堅の先生向けの研修が行われています

し、私立の幼稚園・認定こども園や保育園でも、資質向上やキャリアアップの

研修が実施されています。

　しかし、これらの研修は、園の外で専門家の講義を聞くなどの受け身的な学

びの形式が多く、学んだことが現場でどれだけ活かせるかが問題視されていま

す。例えば、モチベーションの低いまま研修を受けたり、学んだことが現場で

行動につながらなかったりすることが多いのです。

中央教育審議会では、2015年、こうした講義形式の研修を、参加者が主体

的に学び、対話を通じて新たな気付きを得る「アクティブ・ラーニング型研修」

に変えていくことが重要と提言しています。保育界においても「参加者が主体

的に参加し、対話を通して新たな気づきや学びを得られるような研修」（髙嶋ら、

2021）が提唱されてきました。

　ただし、研修内容が現場で活かされるためには、受講者が主体的にその内容を、

①「記憶」して、②「実践」し、さらに　③「継続」していく
という３条件を満たす必要があると言われています（中原、2017）。

　そこで、園内研修が奨励されていますが、毎日顔を合わせる同僚同士では議

論がマンネリ化しやすく、人間関係や力関係の影響も受けやすいでしょう。そ

のため、保育の質を向上させるための深い対話や実践の変化が難しいという問

題があります。

　また、「往還型研修」も提案されています。これは、園外で学び、現場で実

践することを繰り返すことで、学んだことを効果的に身につける研修方法です。

しかし、この研修方法も、適切な計画（長期的に見て、小さな努力で大きな成

果を得られるような研修計画）を作成することが難しいという問題があります。

２．カリキュラム・マネジメント研修の進め方
カリキュラム・マネジメント研修では、保育・教育の全体計画の構造を理解

し、保育者が何をどのような順番で学べばよいかを計画し実行します。例えば、
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以下のような順序で学びを始めます。

幼児教育における
見方・考え方の習得1

子どもの学びの過程と
成果の関係の理解2

保育のねらいの理論的
捉えと具体例の積み重ね3

短期指導計画を作成
できる前提条件の充足4

子どもたちが身近な環境に関わり、それがどういうも
のなのかやどう関わればよいのかに気付き、こうした
いという思いを持って成し遂げようと試行錯誤してい
くプロセスが、幼児教育の過程と捉えます。

子どもたちが幼児教育のプロセスを辿る中で、主体的
な学びや対話的な学びや深い学びが生まれ、資質・能
力の3つの柱の習得も進んでいくと理解します。

子どもたちが試行錯誤の末に充実したり納得したりす
る姿が保育のねらう姿であると理解できることにより、
日常の子どもたちの姿の中で保育のねらいとなる具体
例がより多くわかるようになります。

日頃の保育において、ねらいを想定して指導計画を立
てて実践できる準備が整います。

３．保育・教育の全体計画の構造を理解することが必須
カリキュラム・マネジメントにおいては、最初に保育・教育の全体計画の構

造を理解した上で、長期的に見て、前の研修が次の研修の土台になり確実に成

果が積み重ねられていく研修計画を立てることが不可欠です。

　行っていくことの意義が明確であり、無理なく確実に保育者として成長でき、
園として発展できる研修計画ができなければ、カリキュラム・マネジメントと
はいえないと私は考えています。なぜなら、人や物などを最大限大切に活かす
ことがマネジメントの重要課題だからです。
　そうすることで、保育者が研修の手応えを感じることを積み重ねることがで

き、主体的に学び続けたいと思うようになり、結果的に、子どもたちの成長を

支え、保育の質を高めることができるのです。

　このようにして、園全体が高く評価され、職員、保護者、地域が一体となっ

て自信を持てる保育が実現されていきます。

　以上のような取り組みになるように、対象園の先生方をサポートすることを

「カリキュラム・マネジメント・コンサルティング」と呼び、そのサポートす

る専門家を「カリキュラム・マネジメント・コンサルタント」として位置づけ

ています。




